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巻頭言　ヒヨコの現場
研究というのは，旅，成長，学習のようなものだと，私は考える．Lave と Wenger という教育学
者たちは，若者が成長して一人前の仕事ができるようになる成長の過程を学習だという．彼らの学習
は，学校で知識を与えるのとは別のものであり，新人は実践現場で指導を受けて小さな用事をこなし，
腕をあげ責任を果たしもう少し大きな役を任されて，一人前の仕事人になることだと言う．私には，
何もできないが夢だけは大きい，黄色いくちばしの生意気なヒヨコが，強そうな親方や先輩の間をウ
ロウロしながら，汗水たらし，がっかりしたり，喜んだりしながら，先のはっきりしない一人前を目
指す姿が目に浮かぶ．そんなヒヨコに，頑張れヒヨコ！！と声援を送りたい．
私の研究者としてのヒヨコ経験を書こうと思う．私は臨床と教職の経験が数年の，作業療法が大好
きな作業療法士だった．作業療法は人の役にたつ，幸せにする可能性があると考えるのだが，伝えら
れないイライラが私の入り口，研究の始まりだった．どのように作業療法は人の役に立ち，幸せにす
るのかを理解するのが，研究者になることだった．
私の実践現場は，南カリフォルニア大学の作業科学作業療法学部の大学院だった．ヒヨコはただた
だ不安と興奮状態だった．クラスに出席すると英語が意味をなさないピンポン球のように頭上を飛び
交い，笑うことも疑問を持つこともできなかった．なんとか研究者らしいことをしたい．指定された
本や論文を図書館に詰めて読む．2 － 3 時間頑張っても半ページも進まず，脳を流れる血液が沸騰す
るような感じに，疲労とむなしさを覚えた．何をしたらいいかわからないけど，クラスでも，図書館
でも，自分の謎につながることを探した．日本社会の日常の生活，作業療法士としての臨床経験とつ
ながることを探し，とにかく，鼻息荒く，視線鋭く探し回った．
研究とは，何かの現象を理解することだと，よく言われる．確かに，そうだ．謎に駆られて森に入
り込んで，夢中になって深みに嵌って何も見えなかった．私の謎はなんだろうとウロウロする．ぬか
るみに足を取られ，切り株に躓き，モヤモヤした謎にかざす光を求めてウロウロする．そうするうち
に遥か向こうにうっすら光が浮かぶ．うれしくなってそっちに向かう．ドロドロに足を取られないよ
うに注意しながら急ぎ，ふと目を上げると，光はどこにもない．狐につままれた感じでボー然として
周囲を見回し，再び光を探す．でも，こんな悩ましい努力を繰り返すうちに，ほんものの光が差して，
出口への道が見えるようになるのだ．うっすら見える光は，先人の理論，どこかの学会で耳にした専
門用語，インタビューで研究協力者が話したこと，指導者のコメント，などなど．ここまで行けばし
めたもので，後はなんとか理解したことを人に伝わるように表現するという，次のステップが待って
いる．
やっと，ヒヨコの現場が見えてきた．私の現場は日本人の作業療法士の臨床現場で，興味の核はそ
の理由付け（clinical reasoning）だということが見えてきた．日本の作業療法士を対象にパイロット
スタディーを開始した．作業療法士たちにインタビューして，自分の興味の中心を絞り込む．
ヒヨコの前に現場が広がり，よい出会いがやってきた．担当した高齢女性がとてもよくなったとい
う作業療法士に出会うことができた．これで，研究の設定が可能になり，日本社会における障害高齢
者の回復を作業療法士がどのように援助したかという現象を研究することになった．後の展開は私の
論文を読んでいただくとして，ここでは，ヒヨコが自分の現場を作ったことに気付いてほしい．現場
は提供されない．現場は自分で作るものだと思う．目を凝らし，耳を傾け，自分の脳を覗いて，手足
を動かして，作ってほしい．謎を追って，自分の現場を作ってほしい．頑張れヒヨコ！！
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